
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 9 回 理事会  

日 時 平成 28 年 11 月 10 日 19：30～20：40 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、山下潤一郎、高柳公司、 

重松康志、永木照彦、小柳 傑、賀村 肇、浦川純二、志岐浩二、西本加奈、大石勝規 

監事：平野英三、柿田謙三 

部長：坂井孝行 

書記：大月雅之、狩浦圭介 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）介護認定審査会の委員の推薦方法について 

大村・東彼地区代表から長崎県理学療法士協会の中でシステム化してほしいという依頼があった。大村
地区で審査委員をしている方が委員を辞したい意向があり、地区代表から規定に該当する人を募り質の
確保の為に NPTA として基準を満たした人を推薦、任期は 2 年程度。県協会から推薦している以上、現
場では、辞任の意向があるとき NPTA へ報告が必要。その後認定審査の事務局に再推薦の確認手続きを
行う。なるべく地区で県士会活動に参加している会員を推薦したい。長崎県理学療法士協会で士会を通
さず個人に認定審査員の依頼されるケースがあった為、把握できていない現状もあるが、最近は団体に
依頼が来るようになった。事務局に話が来ている人については一覧がある。厚生労働省としても各団体
に話を通すという流れがある。審議の結果、「推薦規程」に則った対応ということで可決した。 

２）NPTA 研修会、学術大会中止決定基準（案）について 
九州ブロック現職者講習会が台風接近のため、決行・中止・延期の判断を強いられる経緯があったが、
事務局長から JPTA の中止基準を頂いた。これは協会助成事業の中止基準ということで県の学会や研修
会の中止基準は無かったため、責任や金銭的なこともあり今回審議として提出させていただいた。九州
ブロックにも中止基準ない為、士会長会議で提案する。県においては三役の判断で行う。審議の結果、
提案通り可決された。 

３）平戸市福祉健康祭りの補正予算について 
10 月 30 日に開催した平戸市福祉健康祭りにおいて、地区担当と健康祭りの担当者がともに予算を把握
しないまま事業を行い、その結果当初予算より 5,000 円超過した補正予算を審議していただきたい。審
議の結果、提案通り可決された。 

４）新入会会員承認の件について 
入会 1 名 退会 0 名。審議の結果、提案通り可決された。 

 ５）九州ブロック PT・OT 合同学会について 
学会について、九州ブロックだけ PT、OT の合同で開催してきたという経緯があり、今後継続するか、
分裂開催かという議論中。本県士会としての立場を九州ブロック士会長会議で表すことになる。審議の結
果、本県として PT と OT は別れる立場をとるということで提案通り可決した。 

 （２）報告事項 
 １）平成 28 年度 三士会合同訪問リハ研修会について 

10 月 29 日、30 日に東彼杵町総合体育館大会議室で平成 28 年度三士会合同訪問リハ研修会開催され
た。参加者はスタッフを除き PT27 名、OT13 名、ST7 名。参加者が 47 名に対してスタッフが 26 名い
るが、この人数は必要か。今回ほぼ福祉部の部員からスタッフを出しているが、福祉部もファシリテー
ターなどの役割にかかってしまい、それ以外の役割のことも考えると人数を少し多めになってしまった
ため、次年度からは 2 日に分けて行うこととする。 

 ２）士会強化事業の支援金補助に関する計画書について 
以前日本理学療法士協会から各都道府県に士会組織機能強化に向け、長崎から要望事項書類を提出して
いた。再度日本理学療法士協会から支援金の給付対象となるモデル士会を選出するため、要望事由を記
した申請書を添付の書式に沿って提出させていただいた。事務員の雇用、グループウェア、連盟活動の
サポート金ということで提出している。 

 ３）NPTA共催研修会開催について 
政策検討委員会で三役と相談し、連盟主催の研修会を依頼している。講師は運動器の認定、専門を持つ
先生に依頼してポイント取得可能にして 3 会場で行う。 

４）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況について 
今回は e-ラーニングの免除はなく、士会指定事業参加修了者の報告のみ。 

５）平成 28 年度 第２回まちんなかラウンジ連携調整会への出席について 
標題の会議へ参加依頼が届いた為 11 月 14 日、長崎県看護協会長崎会館にて参加する。 

６）その他の報告事項について 

・「政策検討委員会」について：政策検討委員会を開催した。構成員を理事会から 10 名と他 1 名決まり



次第報告する。日本理学療法士協会と本県協会・連盟は国政に関する状況を自民党支部との協議の場
を持ち、基本的に共同歩調にて行動計画を考えるが、考え方が異なった場合は本委員会を速やかに開
催し、行動計画をまとめる。本委員会事業は上記に関わる検討、リハビリテーション推進委員会の開
催、県庁懇談会の開催の 3 点を挙げた。第 2 回リハビリテーション推進懇話会を 11 月 16 日(水)に開
催予定。講演は自民党政調会長に依頼。本会政策要望として、地域包括支援センターへのリハビリテ
ーション専門職の常勤配置を挙げている。 

・「長崎県理学療法学術集会資料の表紙案」について：3 案で投票を行い決定した。 
・理事会議事録のホームページ掲載について：議事録に入退会について会員移動数掲載を掲載する。会
員のみ閲覧にする場合はパスワードが必要。地区代表に各施設の代表メールアドレスまたは施設のア
ドレスを調べてもらい、メールにて配布する。今後対応を検討していく。 

・上半期会計監査について：11 月 29 日 19 時に魚の町事務所にて会計監査予定。今回は支出中心だが、
入金についても見ることになる。 

 


